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はじめに

 法林岳之（ほうりんたかゆき）について

 スマートフォンや携帯電話、インターネットなどの通信関連記事、パソコンや
デジタル製品のレビューや解説記事を執筆するフリーランスライター

 メディア

 ケータイWatch：「モバイルCATCHUP」（インプレス）
 Impress Watch Video：「法林岳之のケータイしようぜ!!」（インプレス）
 雑誌：「週刊プレイボーイ」「DIME」など

 書籍

 できるWindows 11 2025年改訂4版 Copilot対応
 できるゼロからはじめるパソコン超入門ウィンドウズ11対応
 できるfit ずっと使えるGoogle Pixel 9a/9 Pro/9/8a対応
 できるfit ずっと使えるiPhone 16e
 できるfit ずっと使えるiPhone 17/Air/Pro/Pro Max
 できるZoom ビデオ会議やオンライン授業、ウェビナーが使いこなせる本



これまでの通信やインターネット環境

• エリア展開はいつも東京から
• 最新サービスをいち早く体験
• 地域性を意識せずに使える

 モバイル回線

 アナログからデジタル（PDC）へ

 パケット通信によるモバイルインターネット

 3Gを利用した「ケータイ」インターネット

 4G LTEやWiMAXで「スマートフォン」時代へ

 5Gによる「使い放題」が当たり前の環境

 インターネット接続回線

 加入電話によるダイヤルアップ接続

 ISDNによるデジタル通信

 ADSLによるブロードバンド回線

 光ファイバーによる高速通信回線

 5Gを利用したホームルーター



国内のモバイル通信は世界トップクラス

 世界トップクラスの日本のモバイル環境

 郊外や地下でも広いつながるエリア

 動画視聴やゲームも快適に使える

 ポストペイドでも低廉な利用料金

 充実した各携帯電話会社ショップ

 海外から帰国するたびに再認識

 英OpenSignalの調査で最高評価
 2024年の「モバイルネットワーク体感レポート」で全18部門中

13部門でauが1位を獲得（2024年）
 2025年の「グローバル・モバイル・ネットワーク・エクスペリ
エンス・アワード2025」でauが6部門中3部門で1位を獲得

 5G利用時のカバレッジ、ダウンロード速度、ゲーム体験、信頼性、
動画視聴、音声通話の6部門を評価

 NTTドコモとソフトバンクも一部で優秀評価を獲得
英OPENSIGNALの5GGlobal Mobile Network Experience



ユーザーの目線で見てみると……

～携帯電話サービス

○○社って、最近、つながらないよね

5Gって
不安定

5Gって、
めっちゃ電
池減る？

使い放題だから、Wi-Fiいらないよ

スマートフォンは
わからないから、
乗り換えないわ

料金高くなるから、
5G要らない

地下とか、ビルの中
でつながらないよ

ガラケーは使えなくなるのかしら？

5Gオフの方が快適！

Wi-Fi使うと
バッテリー
減るし 「5G SA」ってなに？



ユーザーの目線で見てみると……

～光インターネット

工事、たいへんだし、
お金かかるんでしょ

大家さんに話
すのが面倒

引っ越すとき、契約
解除料や撤去費用が
かかるんだって

ウチのマンション、古いから配管に
光ファイバーが通らないんだって

スマホが使い放題だから、
光回線なんていらないよ

光ファイバーだけで、テレビも
電話も使えるって、ホント？

テレビなくてもYouTubeで
何でも見られるし



利用者の「知」をアップデート

「LAPOSTA」でのNW対策をアピール（NTTドコモ）

 東京のネットワークは最高ですが……

 ユーザーはその良さに気づいてますか？

 情報が古いままではありませんか？

 取り組みは広くアピールされていますか？

 利用者の「知」をアップデートしましょう

 「TOKYOスマホサポーター」
 「デジタル活用支援推進事業」のスマホ教室

 さまざまな体験イベントへの参加

 タッチポイントを増やして、実体験を増やす

 多様なメディアを通じて、広く周知

優れた技術や設備は使われてこそ、価値がある。



「つながる東京」展開方針改定及び
次期３か年アクションプランに向けた論点整理



検討ステップ

『 東京戦略』で描く
未来社会像

近未来の目標地点を描く

現状を整理
（ ）

とらえるべき
最新技術動向の確認

１

つながる東京展開方針（改定）
（～ 年）

未来社会像からのバックキャスト
基本的な考え方

年の未来社会像を見据えて、行政が取り組むべき領域に対し目指すべきゴールを描き、現状との を課題ととら
えて、今後の取組方針を整理する。

年度末 年年度末

分析・課題抽出
（ ⇔ ）

①～⑤を踏まえた取組方針の整理

つながる東京
展開方針

次期アクショ
ンプラン

アウトプット

凡例

最新技術動向・ロードマップ

量子暗号通信 データセンター ・・・

未来社会像
年

１

分析
課題抽出

基地局強靭化

・・・

現在の取組

近未来の

目標地点
（ ）

現状

次期 か年
アクションプラン

～ 年度末

バック
キャスト



基本的な考え方

年の未来社会像（『 東京戦略』より）



基本的な考え方

年の「つながる東京」のあるべき姿

年の未来社会像を実現するため、 年の「つながる東京」では、

人・ ・ロボット等、全てがつながる高度な通信環境が整備され

”つながっていることが空気のように当たり前の世界” を実現する

「スマートシティ」

を支える

基本インフラ

あって当たり前の

全ての人に

行き届いているもの

災害時は人の命を助け

パンデミックでは

人の活動を止めない

命綱（ライフライン）に



災害対策

発災時もつながる

通信困難地域
の解消

通信困難地域ゼロ

基本インフラ
の充実

都民や来訪者の満足度向
上 誰もが取り残されない

新たな技術の
発掘と育成

都が注力すべき領域

年の「つながる東京」のあるべき姿実現に向けて、競争領域では民間企業の力を活かしながら、協調領域では東京都が
旗振り役となり、取組を着実に進めていく。

競争領域

市場メカニズムが発揮される（民間企業の努力と競争が価値を生む）

協調領域

市場メカニズムが機能しない（行政の積極的な関与が必要）

高速通信の展開

採算がとれるエリア

通信利便性向上

観光 商業地で満足度向
上

新サービス創出

、スマートモビリ
ティなど

コスト最適化

価格競争によるユーザ
還元

東京都が担うべき領域
国と連携

市場ﾒｶﾆｽﾞﾑ
が発揮される

都民
通信
事業者

基地局
整備

コスト
最適化

新
サービス

通信料

行政の支援なしでも、好循環が続く

快適便利
な生活

安定した
収益

青字：青字：青字：
緑字：
青字：
緑字：緑字：
青字：青字：

凡例凡例

都民
通信
事業者

行政が入ることで、好循環がうまれる

東京都

協力関係
の構築

安心感・
満足感

事業者間
の協調

基本的な考え方

誰もが
取り残されない

未来社会像に向けた方向性を描く



取組の方向性

取り組む３つの協調領域の方向性における検討アプローチ（ ）

（何のために）

⚫ 都民（ユーザー）の「つながる」へのニーズに応える

⚫ 市場メカニズムが機能しておらず、行政による後押しが必要な領域の課題解決

①基本インフラの充実、②通信困難地域の解消、③災害対策の つの協調領域において、 （何のために）を明確化し、
（どこを対象に）、 （どのソリューションを）、 （どのように）を検討する。

ゴール像と現状とのゴール像と現状との を課題と捉えゴール像と現状とのゴール像と現状との を課題と捉えを課題と捉え
課題を解決する方向性を明確化

３つの協調領域

基本インフラの充実

通信困難地域の解消

災害対策３

（どのように）

協調領域として取り組む手法を検討

（どのソリューションを）

課題解決にマッチする通信技術を検討

（どこを対象に）

ターゲットとする施設や場所を検討

【例】

✓ 公共性の高い場所、人の往来が高い場所
✓ 福祉・教育施設
✓ 発災後に必要とされる場所、発災時の重

点エリア 等

【例】

✓ 都有施設への整備、区市町村への支援
✓ 民間への普及啓発や整備支援
✓ ステークホルダーとの連携
✓ 新技術の社会実装に向けた検討・検証
✓ ユーザーの認知度向上（機運醸成）
✓ 補助

【例】

✓ ５
✓ 対応
✓ 衛星／ 等



人間（ユーザー）中心のアプローチ
取組の方向性 ①基本インフラの充実

⚫ 通信インフラ（５ 、 等）は都民にとって必要不可欠なライフラインであり、民間だけでは採算性やリスク面から

展開が難しい領域においても、通信整備の充実が重要である。

⚫ 混雑場所での快適通信や誰もが取り残されないための通信整備は、都民や来訪者の満足度向上に直結する。

⚫ 災害時においては、都民や来訪者の命を守るために特に重要なインフラとなる。

人間中心（ユーザーサイド）の目線で都民や来訪者のニーズに応えることで、満足度の向上を図る。

都民や来訪者の満足度向上や都市間の競争力強化を図るため、どこ（ ）

に何を（ ）どのような手法で（ ）整備すべきか、

人間中心（ユーザーサイド）の目線でペルソナ像のニーズを整理し、ニーズに

対する理想と現状との を課題と捉え、解決する施策の方向性を検討する。

検討にあたっては、自動運転、ロボット、空飛ぶクルマ等、

年に社会実装されていることが想定される先端技術・サービスを

視野に入れる（近未来のユーザー目線）。

都民
ニーズ

来訪者
ニーズ理想現状

施策

課題

発災後
ニーズ

ペルソナ像

✓

✓

✓

アプローチ

基本インフラの充実



取組の方向性 ①基本インフラの充実

都民・来訪者の満足度向上に向けた の設定

通信インフラは都民にとって必要不可欠なライフラインであり、都民と来訪者、発災後のニーズから整理されたデバイド
や不安等の課題に対して、通信インフラの充実により、デバイド解消と満足度向上を図る。

施策検討のたたき台

デジタルデジタル
デバイドのデバイドの

解消

混雑エリア混雑エリア
におけるにおける
満足度向上

誰もが取り残されない通信環
境を提供する必要がある

都市間競争力を高め、人や企
業を惹きつける都市となるた
めには、ストレスのない通信
環境を実現する必要がある

公共性の高い施設や
福祉・教育施設、
集合住宅 等

ステークホルダーとの調整や
採算性、リスク面から、

通信事業者による努力や工夫
だけでは推進困難な領域

対応

対応

• 都有施設への整備

• 区市町村への支援

• 民間への普及啓発や整備
支援

• 通信事業者と鉄道事業者・
デベロッパー・イベント事
業者等との協力体制の確立

• まずはモデルケースを創出
し、様々な業種業態へ水平
展開

発災発災後後後の発災発災後後後のの
安心安全安心安全
の提供

発災期（人命救助、避難、安
否確認）と緊急対応期（避難
生活）の安心安全を守る必要

がある

公共性の高い施設や
発災後に必要とされる場所
（発災期に人がどこにどう動

いていくかを考慮）
対応

• 都有施設への整備

• 区市町村への支援

• 民間への普及啓発や整備
支援

課題認識

都民
ニーズ

来訪者
ニーズ

発災期
ニーズ

緊急対応期
ニーズ

基本インフラの充実

都民
ニーズ



① 太陽光発電と衛星通信、 を組み合わせた通信スポットのサービス提供が開始されている

② 一般消費者向けの衛星ダイレクト通信サービスが 年から提供開始済み

③ （空飛ぶ基地局）等先端技術の研究開発が通信事業者で行われている

通信困難地域の現状（島しょ地域）

新島村

通信困難地域と各町村が検討している基地局設置候補地（どこに必要としているか）

神津島村利島村 青ヶ島村大島町 御蔵島村

大島公園

筆島

羽伏浦海岸

地鉈温泉駐車場

取組の方向性 ②通信困難地域の解消

都内全域でつながる環境を確保することが重要であり、人間中心の観点から住民の生活地域や観光地等で携帯電話が必ず
つながる環境の実現に向け、取組を進める必要がある。

湯の浜温泉駐車場

泊地域

休戸郷地域

直近の動向

通信困難地域の解消

：通信困難地域
：設置候補地

凡例



通信困難地域の解消に向けた の設定
取組の方向性 ②通信困難地域の解消

衛星との直接通信の普及が見込まれる一方で、トラヒック容量や屋内通信に課題がある。地上回線を主軸に、 は補完
的な役割と位置づけ、①～③の 手法のベストミックスによって通信困難地域の解消を図る。

②②
衛星
②

衛星衛星衛星
太陽光
衛星衛星

太陽光太陽光太陽光発電太陽光
＋
太陽光太陽光太陽光
＋＋
太陽光発電発電太陽光発電発電

①①
基地局整備

③③
とのとのとの

ダイレクトダイレクト
通信

ダイレクトダイレクト
通信通信

• 基地局の整備が難しい場所
へ、衛星通信・太陽光発
電・ で通信環境整備

• 町村の基地局整備を財政支
援（国と都で初期経費を全
額補助）

• 等先端技術のユースケー
ス創出・運用方法検討

• 社会実装に向けた事業者連携

• ユーザーの認知度向上
（機運醸成、社会受容性向上）

• 通信困難地域における早期普及
に向けた補助等

メリット

• 通信事業者に依存しない
整備が可能

• 電力、光回線がない場所
で整備が可能

• 広範囲で高品質な通信が
確保できる

• 緊急通報ができる

• 屋外の広範囲で通信が可
能

• 地上基地局のインフラ整
備が不要

観光地、駐車場、休憩施設、
ランドマークなど

スポットで通信が必要な場所

通信の届いていない道路など
居住地ではないが
人の往来がある場所

普段は人が立ち入らないが、
島民が仕事等で立ち入ること

がある場所

デメリット

• 通信範囲及び利用者人数
が限られる

• ランニングコストが重い

• ランニングコストが重い

• 屋内では通信不可

• 通常と同様の通信利用が
できない

• 機種やソフトウェアの制
限

通信困難地域の解消

施策検討のたたき台



携帯電話基地局強靭化に向けた
取組の方向性 ③災害対策

⚫ 災害発生時における停電や伝送路断による携帯電話基地局の停波を回避し、円滑な災害対策、救命救助活動及び避難に

必要な通信を確保する必要がある。

⚫発災時の重点エリア

• 人命救助の拠点

都庁･区市町村本庁舎、災害拠点病院等

• 人が集まる場所

主要駅、空港、避難場所公園等

• 被害が大きいことが想定される地域

木造住宅密集地域

⚫電源長時間化 衛星による多重化

• 以下 つの対策を対象とする

⚫補助金

• 国と都で、整備費を全額補助

• 補助率：国 、都

（離島：国 、都 ）

①電源 時間かつ衛星

②電源 時間または衛星

③電源 時間～ 時間未満

衛星通信アンテナ蓄電池 発電機 ソーラー
パネル

電源 衛星

災害対策である基地局の強靭化は都民の命を守る重要課題であり、人間中心の観点から必要な場所への重点的な整備が必
要である。

※整備に係る優先度の考え方は次頁参照 ※整備に係る優先度の考え方は次頁参照 ※整備戦略の方針は次頁参照

災害対策３



優先順位の設定による効果的な取組推進
取組の方向性 ③災害対策

大きな被害が想定される地域
木造住宅密集地域

多人数の人が集まり通信を
必要とする場所

主要駅＋空港、避難場所になる公園、
都立一時滞在施設

電源
かつ
衛星

電源
又は
衛星

電源
長時間化

～

優先

人命救助の拠点
庁舎、災害拠点病院、大規模救出救助

活動拠点候補地

優先①：最優先

優先②：優先

優先②：優先

優先②：優先 優先③

優先③

優先④ 優先⑤

優先④

まずは
少なくとも 社
完了を目指す

• 事業者からの申請について、 × のマトリクスに整理し、優先順位付けを行い戦略的な整備を推進する。

• 非常時における事業者間ローミングの 年度以降の実装を見据え、整備予定の強靭化対象エリアに、「 時間かつ衛星通信」
の基地局を、まずは「少なくとも 社」入れる計画を基本とする。

災害対策である基地局の強靭化は 年間に及ぶ長期施策であり、防災行政の観点から戦略的な整備計画を策定し推進する。

災害対策

施策検討のたたき台



台風第 号による通信の被害状況
取組の方向性 ③災害対策 災害対策

施策検討のたたき台

月９日未明に伊豆諸島周辺を通過した台風第 号の影響により、青ヶ島では陸揚部から 局舎までの間の光ファイ
バーケーブルが切断する被害が発生した。

島しょ部における島しょ部における
これまでのこれまでの
主な対策

⚫ 海底光ファイバーケーブルのループ化（ か所切断されても
通信が途絶しないための多重化）

⚫ 切断が相次いだ利島、御蔵島の陸揚部について強靭化対策
⚫ 携帯電話基地局強靭化（蓄電池＋衛星通信）…前掲

→内地と同様に、災害時の拠点となるエリアから着手
⚫ 各町村役場に衛星（スターリンク）アンテナを１台ずつ配備

今年度新たに今年度新たに
実施する対策

⚫ 光ファイバーケーブルが切断した場合に備え、通信手段の多
重化に向けて、各島に か所ずつ、衛星（スターリンク）＋
オープンローミング対応 のスポットを設置。日常生活
で島民が利用し、災害時には避難場所等として活用される施
設に設置することで、「フェーズフリー」での利用を促す。

⚫ 激甚化・頻発化する自然災害に備え、海底光ファイバーケー
ブルの中長期的な対策や今後の更新計画等の検討に着手

本日、追加で本日、追加で
ご議論いただきご議論いただき

たい論点

⚫ 【ハード面】光ファイバーケーブルが切断しないための強靭化やループ化をどこまで行うべきか？また、陸上部の対
策（架空線を全て地中化する等）はどこまで行うべきか？

⚫ 【ハード面（代替）】光ファイバーケーブルが切断した場合に備え、衛星通信のさらなる有効な活用方法はないか？
また、衛星通信以外の代替となりうる有効な通信手段はないか？

⚫ 【ソフト面】応急復旧（発災後、住民にいちはやく通信サービスを届ける）の面で、効果的なスキームはどういった
ものが考えられるか？（緊急時の都と通信事業者、国、町村との連携体制など）



今年度協議会で委員からご意見をいただきたい論点

⚫今回の協議会では、「つながる東京」展開方針・アクションプランの改定（令和８年度）に向けて
委員の皆様から次の論点について、ご意見をいただく。

①『 東京戦略』を踏まえた「 年の『つながる東京』の
あるべき姿」は、未来の都民の共感を得られるか？

②検討のアプローチ手法は妥当か？

③課題解決に向けて、捉えるべき最新技術動向はどういったものが
考えられるか？知見やアイデアをいただきたい。

「つながる東京」今後の方向性（アクションプラン改定に向けて）






